第５０課　  だまされるヤコブ　（創29:21～35）
　　人間に苦難が迫ってくる理由は何でしょうか。これに対する答えを見つけることはとても重要です。しかし、その苦難の原因を解釈することがより重要です。
１．信徒が受ける苦難
（１）信仰のために受ける患難があります
（２）神様の恵みを受けていないために来る苦難もあります
（３）信徒が知らないと受けるしかない苦難とは何でしょうか　　
　　　創3:1～20、6:1～14、12:1～10、14:1～14、25:33,34、28:10～22
　※信徒は神様の祝福を受けた子どもです。この事実を知らなければ苦難に会います
２．ヤコブが受けた苦難
（１）家を離れた旅人の生活
（２）兄との葛藤
（３）ラバンのずるさ
（４）しかし、真の苦しみによって、ヤコブは神様の恵みを受けなければならない理由を悟らされました
（５）だまされるヤコブ（本文）
（６）信徒の失敗を簡単に思ってはいけません
（人間主義、不信仰、悩み、だましなどを悟らせることです）
３．神様はヤコブの未来を置いて苦しみを許されました
（１）ヤコブに祈らせるための神様の恵みです
（２）苦しみの中で得た家族を通して、のちに神様のみこころを成し遂げるようにさせてくださいました
（３）ヤコブに苦難が続いたのは、ヤコブが神様を持ち望むようになるためでした
４．適用
私たちの人生の中に神様が共におられますか、それとも苦しみが続いていますか。
二つとも神様が共におられるという証拠です。
